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英国が 進歩と繁栄の時代として誇るヴィクトリア朝は 一方で 工場の生産性至上主義 子供の奴
隷 貧困者からの搾取の時代でもあった そして当然のことながら 次の四半世紀にかけて 良い面を伝え
るだけでなく 暗い影も落とした 当時の英国の知識人達は 社会にとって有害なこうした負の性質に恐れ
を抱いたが そのうちの一人が 同郷のオスカ ワイルドより 歳下の ダブリン出身のジョ ジ バ
ナ ド ショ であった ショ は 彼のやり方 つまり劇作を通して 社会を改良したいと強く願ってい
た 彼がギリシャ神話から題材を取り 年に書いた ピグマリオン は そうした作品の一つである
主人公は ロンドンの花売り娘イライザ ドゥ リトルで 音声学者ヒギンズ教授の指導で 上品なレ
ディ に変身する この劇は 英国の階級社会への風刺であるように言われるが 私は 男女の性質の差に
関するショ の見方を表すものと考える ピグマリオン の登場人物を分析し 彼等を二つのタイプに分け
ることにする 一つは ヒギンズ教授 敵役 ピッカリング大佐 アルフレッド ドゥ リトル イライザ
の父親 を含む男性のグル プで もう一つは イライザ ヒギンズ夫人 ピアス夫人 家政婦 を含む女
性グル プである 前者は 仕事や階級を表し 競争や独立独行を象徴する 後者は 協力的でありながら
それぞれ個を確立している
ショ は何を我 に教えているのだろうか 彼は 偉大な芸術は 社会改良の情熱を持ち教訓的でなくて
はならない と考えていた この論文では ドラマツルギ の一つの要素である演繹法を解明することに
よって ピグマリオン におけるショ のメッセ ジに迫った
ジョ ジ バ ナ ド ショ ヴィクトリア朝 階級格差 音声学 生の力 教訓的
科学だけでなく社会全般に大きな衝撃を与えたチャ ル
ズ ダ ウィン の 種の起源
世紀英国ヴィクトリア朝は 物質的繁栄への道を歩 の出版など 言論の自由や民主主義 科
み 年の第 回万国博覧会 学精神に基づく発明 発見が生まれる一方で 英国社会に
において最高潮に達し 豊かさを謳歌した時代である 特 多大な不安定要素が表れていたのも事実である
に 年から 年にかけては ベンジャミン ディ そのような状態を少しでも改善しようとする人 が 政
ズレイリ が 異様な大繁栄 と形容 治 経済 宗教はもちろんのこと 文学の分野にも現れ
する程であった しかし その 年頃から世紀末にかけ た 物質的自己満足や俗物性を戒め 教養の価値を説くマ
て アメリカ合衆国とドイツの工業生産性の上昇による台 シュ ア ノルド 美の尊さを忘れ
頭によってイギリスの主導権が揺らぎ始め 衰退が徐 に 去る俗悪な社会傾向に反省を促すジョン ラスキン
始まる その原因の一つは ロンドンのシティ の金融力 労働者階級の悲惨な生活を描き社会の不合理を
が高く評価され 本来 国内産業に向けられるべき資本が 告発するチャ ルズ ディケンズ 各
海外に流出したことである 第二は 従来の教育制度に科 に課せられた状況で健気に生きる人 を描くジョ ジ エ
学軽視が窺えて 後期産業革命に必要な科学知識を持つ人 リオット 等 それぞれの立場から英国社
材の不足を招いたことである 更に 英国には長年の 社 会を憂えた
会階級 階層 意識があり その弊害が働き手である労働 小学校卒業後は貧困の為に満足な教育も受けられず
者階級に表れ 労働条件の過酷さから 働く意欲が削がれ 歳でロンドンに出て大英図書館の読書室通いをしながら
ることになった 美術 演劇 音楽批評の仕事を手掛けていたジョ ジ
言葉を換えると 世紀英国において 物質的繁栄の恩 バ ナ ド ショ
恵に与かる人 と それとは無縁の人 との間に大きな格 もその一人である 彼はカ ル マルクス の
差が生まれ 社会構造が分極化されたということである 資本論 を読んで影響を受け 後に 穏健
蒸気タ ビンの発明や石鹸製造等の化学産業の創出 自然 な社会主義を標榜するフェビアン協会
寺 本 明 子
要約
キ ワ ド
は じ め に
ショ ピグマリオン の性格描写について
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ショ ピグマリオン の性格描写について
に加わった また ダブリン生まれの彼は 既に派手な言 客 を教育することにより 作品のみならず教訓の芸術性
動で名を馳せていた 歳上で同郷のオスカ ワイルド をも高めたと言える
とサロンで知り合う 二人はすぐに意気投 世紀初頭の英国では 現代よりも身分の格差が明らか
合し ワイルドは劇評 書評家としてのショ を称え 彼 であったが その一方で 時代の過渡期として様 な人間
の イプセン主義真髄 が交流し 混沌としていたと言える ピグマリオン で
を賞賛し ショ が社会運動の為の署名を求めると 快く も 冒頭に 寺院の玄関で雨宿りする紳士や貴婦人 花売
引き受けたという逸話もある ショ が劇作家として認 り娘 貧しい人達が一斉に現れ 身なりも言葉も様 だが
められるようになるのは 代後半であるが 彼は生涯で その総ての人 の上に平等に雨は降り注ぐ 人 が話す言
編の戯曲を書いている 彼が ピグマリオン 葉で階級の違いが分かるのだが その様 な人 の関わり
を執筆したのは 劇作家として約 年が経ち 円熟 を描写することで この作品における一人の女性の階級を
期にあった頃である 越える変身が読者 観客 に笑いと涙と安堵感の複雑な感
バ ナ ド ショ の ピグマリオン は 貧しい花売 銘を与えていると言えるかも知れない 当初 ヒギンズと
り娘のイライザ が 音声学者ヒギンズ イライザの間には 階級を表す不可避なものとしての 言
の指導で 正しく美しい英語を身に付けて自己啓発を成し 葉 の障害がある しかし この 言葉 が不安定な基準
遂げる いわば成功物語である 彼女が言葉の壁を乗り越 であるというメッセ ジも作品中に見受けられる その一
えるだけでなく 精神的にも真の に成長していく様 つは イライザの品の無い言葉遣いを最新流行だと思って
が描かれる もともとは戯曲であったが 年に映画化 真似しようとする 上流階級に属する令嬢クララ
され また 作者の死後 マイ フェア レディ の存在である こうした 階級制度の形骸性 はミュ ジカ
としてミュ ジカルに生まれ変わった ル マイ フェア レディ では省略されており ショ
年に書かれた戯曲 映画用に場面を書き足し 年に出 の主張がここでも弱められていることが分かる
版された台本 映画の演出家による手直し ミュ ジカル 発音矯正の言語訓練をしていく過程で そこには男女の
になる際の演出手法など それぞれの場合に応じてかなり 対立のようなものも見えてくる つまり ヒギンズには
手が入れられ 特に結末についてイライザとヒギンズの結 ピッカリング大佐 や イライザの父
婚を仄めかす解釈が映画演出とミュ ジカルで採用された アルフレッド ドゥ リトル フレディ
が 実はショ の手による戯曲と映画台本において二人は と共通する男性的な特質があり イライザには
結ばれることはなく シンデレラ物語とは一線を画してい ヒギンズの母であるヒギンズ夫人 家政婦
る 副題の に関しては のピアス夫人 に通じる要素があるのだ ヒ
ギンズが 女性と男性をそれぞれ一括りにして
とあるように ショ にとっては
という意味であると考えられ と言い ヒギンズ夫人が イライザを巡る自
る 年の舞台上演にあたり ショ は 意識的に結末 分の息子やピッカリング大佐の軽率な計画を聞き
を にし ヒギンズがイライザと口 と言う中にも そうした対照が
論したにもかかわらず 頼んだ買い物をしてくれると信じ 窺われる 単に階級の差でなく イライザとヒギンズを中
ている場面で締め括っているのであるが 主演俳優と女優 心に 女性と男性の違いという観点から ピグマリオン
がそれを勝手な解釈で演じ二人が結ばれるかのように見せ の登場人物の性格分析をし 戯曲の前書きの中で
たことに腹を立て 彼は戯曲に長い後書きを付け その中
でイライザを別の男性と結婚させた
そうしたショ の意図にも関わらず この作品の表現方 と述べるショ がこの作品で読者 観客
法 戯曲 映画台本と演出 ミュ ジカル台本 によって に伝えようとしたものに迫りたい
テ マをどこに置くか変わってくることも確かだ 観客が
ある結末を期待 要求することもある この論文では
年に出版された 映画用に場面を書き足した台本を中 イライザは向上心の塊である しがない花売り娘とし
心に 他の台本 演出にも触れながら論を進めることにす て 仲間と共にわずかなお金を稼ぐ彼女は ある日 雨宿
る 映画台本は戯曲と同様 イライザとヒギンズが結ばれ りをする人の群れの中で音声学者ヒギンズと出会う ヒギ
ることのない結末を提示するが 戯曲に比べ 場面が増や ンズは イライザを生きるに値する人間とは見ておらず
されている つまり 舞台上では不可能あるいは困難な 彼女が口にするロンドン訛り に興味を持った
イライザの初めての入浴場面 言語レッスン 舞踏会シ だけで 独特の発音記号でノ トに彼女の言葉を書き付け
ンなどが加えられている 世紀は映像の世紀と言われる ている そして彼が 偶然出会ったピッカリング大佐に
が こうして演劇から映画へと芸術的完成度が高められ
イライザの成長にまつわるエピソ ドに面白味や物語性が と冗談で話しか
増した ショ は 教訓を娯楽の中に織り込んで読者 観 けるのをイライザは耳にする ヒギンズが気まぐれにはず
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寺本
んだ花束代を手に家に帰ると イライザは その晩耳にし
た彼の言葉が忘れられず 自分で稼いだそのお金を元手に
正しい英語のレッスンを受け 街に立つ花売りから 花屋
の売り子になりたいと思う お金さえあれば酒の楽しみに
使ってしまう 彼女の父親とは大違いである 父親は お
金を貯めるなどということはよくないことで
の為にお
金はすぐ使って また働くのが一番健全なやり方だと考え
ている
何より イライザの部屋が彼女の憧れや 人生に対して
積極的で前向きな姿勢を表す 壁には 新聞から切り抜い
た俳優の写真と おしゃれな婦人服のイラストが貼られて またその後 ヒギンズ自身
いる いつもそれを眺めて いつか現状から脱出して行く と語って
決意を新たにしているに違いない その一方で 死んでし いる ヒギンズは 音声学には長けているが 人間的には
まった鳥の鳥籠を取って置くのは 過去の思い出も大切に かなり未熟な偏った人間として描かれている ヒギンズ
する彼女の気持ちを表している 過去の積み重ねの上に現 がエゴイストであるのはヒギンズが独自性を現わしている
在や未来があるという認識は 自分の行動に責任を持つ姿 からである ところがイライザを始めとして他の人たちに
勢につながるとも受け取れる また 籠 が しがない花 は独自性がないのでヒギンズがエゴイストにみえてしまう
売り娘の境遇という閉塞的な現在の彼女の姿を象徴してい のである というヒギンズ寄りの分析もある 一方で 彼
るとも言える 対照的に ヒギンズの部屋は 彼の専門で を イヴを知恵の実で誘惑する悪魔 実際は蛇 筆者注
ある音声学の装置や資料で溢れて 現在の生活に役立つ物 に譬え その好奇心や野心によりイライザが苦しめられる
しか置いておらず 彼の興味の狭さを表している という極端な悪役とする見方もある しかし本当の姿は
イライザがピッカリング大佐に雨の中で言った言葉 自分の考えに固執し 固定観念 を
も その後のイ 生きている証 より優先する狭量な人物というと
ライザの生き様全体に通じているように思われる そして ころであろう
客から受け取る花の代金が少額でも また 違った意味でイライザと好対照なのは 彼女の父
と考える健気さも 彼女の人生に対する態度 親である 自分の貧しい境遇から抜け出そうとせず
の一つの表れである 親に頼らず 自分で生計を立て
真っ当な花売りとして暮らす彼女は 劇の冒頭から自立心 と語る 貧しさを心地好く思っており
のある女性として描かれている 労働者階級の生活を享受しているとしか言いようが無い
イライザは 正しく美しい英語を身に付けるために 一 最後に ヒギンズの悪戯心から アメリカの篤志家の莫大
心に練習する それは な遺産を受け取ることになっても 貧しく気楽な生活を懐
かしんでいる様子 裏腹の強がり が読者の笑いと涙を誘
と描写される貴婦人達 う
とは違っている 音声学者ネポマック が
まともに英語が話せるイギリス婦人などいないと言うの
は 誇張した表現ながら 真実を言い当てている 取るに足らない花売り娘であっても イライザは 自分
一方 ヒギンズはと言うと イライザの父親と同様に 一 を卑下することはしない 彼女は毅然と
番優れていると信じて止まない自分のやり方
を変えようとはしない そして 彼は自分を 秀でた教育 や
者 と捉えているが 実は周りからたしなめられることも そして
多い 母親はもちろんのこと ピアス夫人からも 彼が口 等と 生きている
にする や などの言葉遣いやマナ につ 自分の尊厳をはっきり宣言している イライザは ピッカ
いて注意されるが 馬耳東風である 第 幕で イライザ リング大佐が と呼んでくれたのが
がヒギンズから受ける軽蔑的な扱いについてピッカリング の始まりだったと言っているが 最初から彼女自
大佐に語る場面には 一向に反省の無いヒギンズの姿が浮 身の中にその自負心の萌芽はあった ヒギンズに英語レッ
かび上がり イライザの姿勢との違いがよく表れている スンを頼みに来た場面にもそれが見られる 正しく美しい
英語を身に付けたいと考え その受講というビジネスの話
でやって来たと言うイライザは 月謝は払うし
であると言い 対等な立場で話を始
める たとえそれが著名な学者相手だとしても 自分が正
しいと思うことを自分なりに誠実に交渉する姿に その先
自 尊 心
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I cant change my nature ; and
think style comes by nature to people in their position ;
learnt really nice manners ; and that is what makes
him, unable to control myself, and using bad lan-
guage on the slightest provocation. And I should
never have known that ladies and gentlemen didnt
behave like that if you hadnt been there.
HIGGINS : Well!!
‘Just one PICKERING : Oh, thats only his way, you know.
good spree for myself and the missus’ p. He doesnt mean it.
LIZA : Oh, I didnt mean it either, when I was a
ﬂower girl. It was only my way. But you see I did
it ; and thats what makes the di erence after all.
p.
‘
I dont intend to change my manners.’ p.
:
‘If it’s ‘intellect’ ‘emo-
worse, it’s a sign it’s nearly over.’ p. tion’
‘better than noth-
ing’ p. ‘I’m
undeserving ; and I mean to go on being undeserving.
I like it.…’ p.
‘…theyre such fools that they
and so they never learn.’ p.
Nepommuck
‘He [Higgins]’s
life-style no right to take away my character. My character is
the same to me as any lady’s.’ p. ‘Ive a right to
be here if I like, same as you.’ p. ‘I got my
feelings same as anyone else.’ p.
‘bloody’ ‘damned’
‘Miss Doolittle’ ‘self-
respect’
LIZA : …it was from you [Colonel Pickering] that I
‘not ask-
one a lady, isnt it? You see it was so very di cult ing any favor’ p.
for me with the example of Professor Higgins al-
ways before me. I was brought up to be just like
III
1
2
0
/3
#
+,+
+,0
+2
+3
/2
33
,0
,1
.-
/
$ -2
ショ ピグマリオン の性格描写について
の彼女の成長を予感させるものがある の好意に関しては ピアス夫人も同じで 一緒に生活する
彼女の口から や 中で 彼女を励まし 厳しいながらも愛情ある対応をする
という決まり文句が聞かれるが これは花売り そして イライザの家出の折には 主人であるヒギンズの
娘を装う売春婦と間違われないようにとの彼女の意図も含 意に反し 身の回りの品 を取りに帰って来た彼女にこっ
みつつ やはり 自己の尊厳を表す表現だと言ってよいだ そり総て持たせてしまう 表面的な言葉遣いだけでなく
ろう 無意識に内面から出る話題を磨く為に必要な女性の嗜みを
独りよがりで 自らも自尊心の固まりであるヒギンズ イライザが身に付けるのに ヒギンズ夫人やピアス夫人の
は 彼女の自尊心を 耳も貸さず頭から打ち砕こうとする 助力が大きな役目を果たす ここに 階級を越えて 人間
が その激しさ故に 観客には説得力も無い 彼に言わせ としてイライザと心を通わせようとする女性の持つ細やか
れば 彼女はその訛った言葉のせいで さが 観客の共感を得ることになるが それを促すのも
であり イライザの一途に生きる一生懸命な人柄であろう
他方 後書きには イライザが結婚後も大事なことは夫
ということになる 彼にとって ではなくヒギンズやピッカリング大佐に相談する様子が描
は 人間性よりも言葉の方が大切で イライザのことも かれており そこには父と娘のような間柄が見られる つ
人格のある一人の人間というよりは 生きるに値しない まり ピッカリング大佐は頼り甲斐の有る優しい父親で
が 単なる言葉の標本としては価値を持つ存在と見なし ヒギンズは憎まれ口を叩いては娘にやり込められる父親な
その結果が のである これに関連し イライザの家出に際してヒギン
という表現である ピッカリング大佐との交流も 彼 ズが捜索願を出したのは 男女の愛情でなく父娘の愛情の
が言語学者であり 同じ計画に乗り 賭けをする相手であ 表れであると奥村三郎が分析している そして この作品
るからであり そうでなければ 興味も持たないに違いな の面白さは 女嫌いで独り者の音声学者が 結婚の経験が
い 彼は 大佐とて人間性を認めているとは言い切れない ないままに 父親としての感情を 彼自身それと気づくこ
となく もたされていたという点にある とし 養女にす
るという彼の思い付きの言葉の中に 無意識の意識 が見
イライザは いつも 誰に頼ったらよいのか本能で感じ られると指摘している
取る 最初にヒギンズに英語の個人レッスンを請いに来た ヒギンズは 英国男性に付きまとう個人主義 または劣
時にも その大胆な行動を通して 自分が向上するきっか 等感を人付き合いの苦手さと言って憚らず 自分が興味を
けを作り出したのである 雨宿りする寺院の玄関で耳にし 持った人とは関わるが それ以外には目を向けない イラ
た冗談を真に受けた訳だが 結果として大きな実を結ぶこ イザへの興味は 所詮 彼女の人柄ではなく 言語教育 音
とになる また ヒギンズの家に初めて行った時に 彼に 声学 の進歩 つまりイライザの正しく美しい言葉の習得
冷たくあしらわれ ピッカリング大佐に 状況についてである イライザを誉める文句は
と助けを求める 自分の力の限界を知り 頼るべき人に援 となる 人格を持つそれぞ
助を求める姿勢は 貧しさの中で身に付けた処世術である れの人に対するというよりも
と言えよう この天性の勘は イライザの女性ならではの で人に接し 貴婦人をも花売り娘と
優れた資質とも言える 同じように扱うということで平等性を保っていると勘違い
そして 彼女の天性が真価を発揮したのは 大使主催の している 彼を頼る者は 言葉に関しての教えを請う者だ
パ ティ で ハンガリ の王女に間違われ ヒギンズが けである 他方 彼が信頼して頼るのは 母親だけであり
賭けに勝ったと言って得意になり イライザの教育終了 これも彼の未熟さの表れだと言える このことは ショ
つまり二人の関わりの解消を宣言した夜に 彼女が家出を 自身がロンドンの生活を始めた頃 自分の母親に経済的に
して行った先がヒギンズ夫人の家だったことである ヒギ 頼っていた という思いから来ているとも考えられる ま
ンズ夫人は 育ちも人柄も良く 頼り甲斐のある人物であ た 主演女優との破局に憤るショ が ヒギンズをイライ
り エインスフォ ド ヒル夫人 が ザと結婚させない為に エディプスコンプレックスを持ち
娘のことを相談していることからも イライザの真っ当な 出したという指摘もある
判断力が窺い知れる
人を見る目に関しては ヒギンズ夫人も優れていた訳
で 最初イライザと会った時は 見事な発音にそぐわない イライザには 生来の明るさがある コヴェントガ デ
その話題の不適切さに驚くが 彼女の行く末を心配し 温 ン で 自分の言葉を書き取るヒギンズ
かく見守って相談に乗り 自分の息子よりも彼女の側に立 に怒りを感じていた時にも 自分の物真似をされて 思わ
つ 彼女の資質の優れた点を認めており 何よりも女性と ず と笑ってしまった また 言葉の理解が足りない
してイライザに共感を覚えているようだ 第 幕でイライ ということもあるが 物事を素直に受け取るところがあ
ザの父親が結婚式を挙げると聞いた時 参列を申し出たの る ヒギンズが譬え話で出した言葉
もイライザに対する思い遣りからであろう イライザへ には
人を見る目
素直さ 柔軟性
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371G.B.
ing and disgusting sounds has no right to be anywhere
‘I’m a respectable girl’ ‘I’m a good
girl, I am.’
‘squashed cabbage
leaf’ p. ‘A woman who utters such depress-
no right to live.’ p.
‘this is the girl I jotted down last night’ p.
‘Oh, sir ; youre a ‘She has
gentleman ; dont let him speak to me like that.’ p. a quick ear ; and she’s been easier to teach than my
middle-class pupils.…’ p.
‘the same manner for all
human souls’ p.
Mrs Eynsford Hill
Covent Garden
‘Garn!’
‘Think of chocolates,
and taxis, and gold, and diamonds.’ ‘No : I dont
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寺本
と答え 英語 という会話が交わされるが 身分が低い為にイライザの感
レッスンの謝礼を シリングと言う彼女に ヒギンズが 情を無視しているのではなく 彼は自分も含めて人間全
体において 感情を軽視している
とヒギンズに向かって言ったイライザの直感は
と言うと 人の感情を生きている証として認識する彼女ならではの非
と騒ぎ出す 一方 レッスン代 難の言葉である このヒギンズの性格は ショ 自身のもの
を決めるに当たって 階級が上の知り合いのレッスン事情 と言えるかも知れない パ ドン は
を調べて来る辺り なかなか機転が利くと言ってよい
ヒギンズの家に住み込むことになり ピアス夫人に寝
室へと通されると その部屋の豪華さに大感激し と
述べている
ヒギンズ夫人が言うように 生来 イライザは
と言う 自分はまだ公爵夫人では である 話し方としての言葉の勉強は
ないのに という言葉は これから頑張って新しい人間 当初 自らの向上心故に始めたのだが ヒギンズの家で
に生まれ変わりたいという憧れ 決意 の表れでもあるが としての作法を段 と身に付け 何かと心遣いする
謙虚さや素直な嬉しさを表現している イライザはこの家 ことに喜びを感じるようになる 作品の端 から イライ
で生まれて初めてお風呂に入ることになり 初回こそ嫌 ザがヒギンズの一日の予定をあらかじめ把握して彼に知ら
がって暴れるのだが 一旦経験してしまえば お風呂の楽 せていたことや スリッパをいつでも使えるように揃えて
しさも分かり 父親に得意になって話す辺り 天真爛漫で いたこと ピアス夫人への伝言 買い物など幅広い家事を
無邪気 柔軟性がある 新しい洋服ができ上がって来た時 も担っていたことがわかる 彼女がそれまで触ったことも
にもピアス夫人にたしなめられる程に喜んで 駆け出して なかったピアノの才能が開花するだけでなく 裁縫もする
行ってしまう ピアス夫人も 彼女の姿に微笑ましさを感 ようになるが こういったことも 言葉の習得と共に 自
じたに違いなく それはそのまま観客に直線的に訴えて来 分をより啓発し 良くしようという気持ちに加え ヒギン
ることになる ズやピッカリング大佐の信頼 期待に応えようとする気持
対照的にヒギンズは 憎めないところもあるが 大体に ちもあってこそ成し遂げられたと言える そうした彼女の
おいて困った赤ん坊のような性格である 気持ちは 大使館でのパ ティ で貴婦人を演じたイライ
ザが 自信を無くしてヒギンズに無意識に言った言葉が
であったことか
らもわかる 上品な言葉を身に付けることで ただ上辺だ
けの貴婦人になるのではなく 様 な人との交流や 広
がった世界での自分の行動を通して イライザは精神的に
成長していく 映画やミュ ジカルでは イライザの音声
学の学習が見せ場の一つになり 口にビ 玉をいくつも入
れての発音練習や 韻を踏むフレ ズで苦手な母音を克服
その子供っぽさ故に であ する様子が面白く描かれているが 映画台本では
る 自分の興味が湧くところにだけ目を向けており その の発音がうまくできずにヒギンズから叱責を受ける姿等が
意味で イライザは彼の好奇心を満足させる限りの 興味 わずかに登場するに過ぎない つまり ショ は 言葉の
の対象物でしかない 上達を描くのが主な目的ではなく イライザの内面の変化
に焦点を当てていると言える イライザは 表面上 言葉
の仮面を被って 自分の生まれを隠して生きているギリ
ヒギンズにとっては 言葉こそ総てで シャの外交官とは違う ヒギンズが言う のごまかし
の人生ではなく 彼女は 正しく美しい話し方を身に付け
と語る ショ 自身も序文の中で る過程で得た 一人の人格ある人として立派に身を処す生
音声学の話に終始しており 音声学はこの作品の重要テ き方をしようと努める
マの一つである それにも関わらず 実際 それが為に イライザは 言葉のレッスンを重ねて 多くの人に接し
言葉が持つ力の限界も描かれている ヒギンズは 人の生 花売りだった頃のしがない身分から広い世界へと羽ばたい
き様としての言葉を単なる科学の対象としか捉えられな て行く ヒギンズにとって イライザを人に引き合わせる
い イライザが初めてヒギンズの家を訪れた時に のは 彼女の学習成果を見極める行動の一環であり お芝
居や音楽会に一緒に行くのは 彼女の反応を見る自分の楽
しみの為でもあったが 彼女の成長には目覚ましいものが
あった 言葉と感情のつじつまが合い出すと イライザの
言葉と感情
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URDOM
HAW
LIZA : I got my feelings same as anyone else. p.
want no gold and no diamonds.’ p.
‘She [Eliza] o ers me two-ﬁfths of her day’s income for ‘…youve no feeling
a lesson. Two-ﬁfths of a millionaire’s income for a day heart in you : you dont care for nothing but yourself’
would be somewhere about £ .…it’s the biggest o er p.
I ever had.’ ‘Sixty pounds!… I never o ered
you sixty pounds.’ p.
C.B. C.B. P
‘Higgins in represents at least one aspect of
S ’s attitude to emotion, which was to appear obliv-
‘O-h, I ious of its existence for the sake of self-protection.’
couldnt sleep here, missus. It’s too good for the likes of
me. I should afraid to touch anything. I aint a duchess ‘affec-
yet, you know.’ p. tionate’ p.
lady
He is of the energetic scientiﬁc type, heartily, even ‘I
violently interested in everything that can be stud- am sorry if I have lost your bet.’ p.
ied as a scientiﬁc subject, and careless about him-
self and other people, including their feelings. He
is in fact, but for his years and size, rather like a
very impetuous baby taking notice’ eagerly and
loudly, and requiring almost as much watching to
keep him out of unintended mischief.… p.
‘a boyish Peter Pan quality’ A, B, C
‘It’s ﬁlling up ‘trick’
the deepest gulf that separates class from class and
soul from soul.’ p.
HIGGINS : Not any feelings that we need bother
about. Have you, Eliza?
Pygmalion
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ショ ピグマリオン の性格描写について
言葉に説得力が備わってくる ヒギンズの元で学習を重ね むという考えに夢中になったヒギンズとピッカリング大佐
たイライザの最終的な成果は 大使館のパ ティ でハン とは対照的に その処遇や 正しい英語を習得した暁にイ
ガリ の王女に間違われたということではなく 実は 第 ライザをどうするのかについて心配したのは ピアス夫人
幕でヒギンズと対等に議論を戦わせる場面 つまり とヒギンズ夫人であった ピアス夫人は イライザを預か
ることについて彼女の両親の許可を得なければと言い 住
にあるだろう こうした意味で 映画に華やかな舞踏会の まわせる部屋 お給料の有無など現実的な問題をヒギンズ
場面を入れたことは この劇の本質をぼやけさせたという に提起する そして
エリック ベントリ の指摘は適切であ
る また ショ がヒギンズによるイライザ教育の場面 と彼に忠告する また ヒギンズ夫人も 身
を少なくしたのは 議論 の場面で二人が対等な者同士と 分不相応な教育を授けるとその人を不幸にすることもあり
して相互作用する様を描きたかったからに他ならないと小 得るという考えで ただ礼儀作法や習慣だけを身に付ける
山田淳子は指摘している ことの危険性を指摘し このプロジェクトが終わった後の
イライザとヒギンズのお互いの主張がぶつかり合う場面 彼女の身の振り方を憂慮する
は とも呼べるものである 先を見る目に関しては イライザと父親に全く逆の資質
が見られる つまり 街の花売り娘から花屋の店員へと生
活レベルの上昇を目指して 言葉の習得という具体的な一
歩を踏み出す為に 施しとも思える その夜思いがけず多
く手にした花束の代金を有効に使おうとするイライザに対
して 父親は の気楽さを謳い上
彼女がヒギンズの為にいつも用意していたスリッパは 彼 げ 先のことは考えず その日を楽しめるだけのお金があ
女が生活の中で少しずつ身に付けた嗜み 思い遣り 好意 れば満足なのである 彼の人生哲学によれば ポンド欲
互いの信頼や安堵の象徴であり それが崩れた時 スリッ しいと言ったのに対してヒギンズが差し出す ポンド札
パを投げつけるという行為に走ったのは至極 当然のこと は受け取れない そしてお金に困れば その時 人にたか
と言える る ここで 自らの属する階級を誇り高く生きる姿に 観
最初の出会いの日から ヒギンズと ある意味で対等に 客は笑いと共に喝采を送ったに違いない 後に 皮肉なこ
向き合うことに努めたイライザであったが その言葉は とに 彼は 中産階級の道徳 に縛られる身の上になり
豊かになったが為に他人からお金をたかられることになる
等の が それもなされるが儘であり やはり将来のことは眼中
単純なものであった それが 第 幕で ピッカリング に無い
大佐に向かって話す場面に彼女の人格的成長の深みが表れ ピアス夫人 ヒギンズ夫人の心配は正に的中した ヒギ
ている ンズ夫人が 自分の息子とピッカリング大佐に
と言っていたように 単なる賭けの材料とし
てイライザ自身を操り人形扱いし 俄か貴婦人製造の目論
見 実験 が成功すると ヒギンズは
このイライザの成長を表す為にショ は 後半 彼女の視 と言いながら 得意満面である その時
点を作品に取り入れた 最初 ヒギンズの視点に従って状 生身の人間としてイライザはアイデンティティ の危機を
況を把握していた読者 観客 の中に 二つの視点が並立 初めて感じる この先どうなるのか 今更昔の生活に戻る
するという複眼構造が生まれ 彼女への感情移入が始ま ことは不可能である これまでイライザがヒギンズの元で
る 努力してきたことは 彼女を そして
単なる言葉の操り方に満足しているヒギンズを 確かに することであり 自立手段を奪い 男性の付属物
イライザは越えてしまった そして イライザの心を捉え となるしか生きる道のない 堕落の過程 であったとわ
たのは かる
と言ったヒギンズではなく
という事実であった
イライザが英語のレッスンを受ける為にヒギンズを訪ね ギリシャ神話の中でピグマリオンによって作られ 神に
た時 数ヶ月で公爵夫人と見紛う程に美しい英語を教え込 よって命を吹き込まれ石像から人間となり ピグマリオン
先を見通す力
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ENTLEY
G.B.
‘her casting loose, her achievement of independence’
‘…what is to become of her when
Eric B youve ﬁnished your teaching? You must look ahead a
little.’ p.
‘verbal swordplay’
There is no pretence of objectivity. Each character
speaks for himself, and speaks, not as a contributor
to a debate, but as one whose life is at stake. Eliza
is talking to free herself. Higgins is talking to keep
his domination over her. ‘the undeserving poor’
‘I
dont want no balmies teaching me.’ ‘You got no right
to touch me.’ p. ‘Oh you are a brute.’ p.
‘You cer-
‘…the di erence between a lady and a ﬂower girl is tainly a pretty pair of babies, playing with your live
not how she behaves, but how she’s treated. I shall doll.’ p.
always be a ﬂower girl to Professor Higgins, be-
cause he always treats me as a ﬂower girl, and ‘Thank God it’s
always will ; but I know I can be a lady to you, over.… It was interesting enough at ﬁrst, while we
because you always treat me as a lady, and always were at the phonetics ; but after that I got deadly sick
will.’ p. of it.… It was a silly notion : the whole thing has been
a bore.’ p.
‘devitalize’ ‘disem-
body’
‘I have made you a consort for a king’ p.
‘Freddy loves me.’ p. LIZA : [ ] What
am I ﬁt for? What have you left me ﬁt for? Where
am I to go? What am I to do? Whats to become of
me? p.
pulling herself together in desperation
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寺本
と結ばれるガラテア と違って 今や 魔法に の元に相談に行くことを決め 二人がその後人生を共にす
よって変身するシンデレラと違い 自らの努力で 精神的 ることを暗示する フレディ がお金を持ち合わせておら
に成長したイライザにとって 先が見えない生き方は苦痛 ず イライザの判断でタクシ に乗り 支払いも彼女がす
以外の何物でもなかった それでは と結婚を勧めるヒギ ることになるのは 彼等二人の将来を象徴する 第 幕で
ンズに対し 自分の身を売るに等しい行為は 以前の貧し 雨の中 フレディ が苦労して見つけて来たタクシ が無
い頃の自分にも劣るものだと憤る 家出の前に どの服が 駄になろうとした時 お金ならあるから と一人乗って
自分の持ち物なのかをヒギンズに問う姿は 今までの 操 行ったイライザの姿が伏線となり 今度は二人で乗り込む
られる人形のような立場を脱却して 自己を確立する姿を ところに大きな意味がある
示していると言えるだろう 自らの意志で生きていく決意 自分が習得した音声学で生計を立てると自立宣言したイ
は 家を出て行く前の ライザであったが ヒギンズのライバルになるというよう
なことは良くないことだと正しく判断し 戯曲の後書きの
という行為に表れており 見せかけの姿を脱 内容として ピッカリング大佐の援助の申し出を受けて
ぎ捨てて未来を切り開く決意が窺われる 着飾った時の外 花屋を夫婦で開くことにした フレディ の頼りなさも
出用にヒギンズに買ってもらった指輪は 映画やミュ ジ あって 商売はうまくいかず 花屋の商売について学校で
カルでは いったんヒギンズに突き返したものの 彼に 学ぼうとしてそれも失敗したが その内 人を雇うことで
よって暖炉の灰の中に捨てられ イライザがそこから拾っ 何とか持ち直し 大佐の援助無しに花屋をやっていくこと
て指にはめるという演出であり 彼女がヒギンズの元に ができるようになる 今やイライザは 一人で生きるので
戻って行くという結末を暗示するものであるが ショ 自 はなく 人に頼って生きるのでもなく 人 夫 を支えて
身の台本では 彼女は拾った指輪を果物皿の中に残して去 生きていく芯の強さを身に付けていた と言うよりも 生
ることになる 来のそうした資質が 言葉の壁を取り除かれると 表面に
出て社会で生かされるものに変えられていったと言える
結婚するもう一人が イライザの父親である 彼は愛人
ヒギンズとピッカリング大佐は独身主義者である そし を次 と変えては 彼独特の言い訳をして 結婚する必要
て ヒギンズは イライザが自分の思い通りの自立心溢れ のない の気楽さを楽しんでいたの
る人間に作り上げられたと喜び 彼女と共に 人で独身主 だが 思わぬことから中産階級の仲間入りをさせられるこ
義を貫く同志になろうと言い出す始末である ヒギンズに とになり 世間体が良くないという理由で愛人から結婚を
とって 結婚は自由な生活を制限する足かせ以外の何物で 迫られ 教会で挙式することになった 階級の差を越える
もなく 彼は 人と超人 のタナ という点でイライザと同じ立場でありながら 自分で勝ち
を彷彿とさせる 人との関わりが深まるのを恐 取ったものではない恩恵に与かり 大した覚悟もなく結婚
れる臆病な性格の表れとも思われる 自分の思い通りにな 生活に突入する 彼は 自分が と
らないことは我慢ができず 興味のあることだけをしなが の両方の気質を持ち合わせていると自覚してお
ら生きていきたいのである イライザの教育をしたのも り およそ人間はその程度だと思っているから 正しく生
彼の興味を引くことだったからであり そのイライザが きようなどと几帳面に構えることも無いのであろう 貧し
いつの間にか を持つ存在になったことを知り 彼は かろうと豊かであろうと 無責任 という同じ姿勢で彼は
驚く そして 今度は自立心あるその人格や に興味 生きていく
を持った 彼女のいない生活は物足りないので 家に戻っ
て欲しいというヒギンズに対し イライザが実験用の蓄音
機や写真アルバムに残る自分の記録があれば充分でしょう ピグマリオン に登場する人物は 大きく二種類に分け
と言い返すと そこには が残されていないのだと嘆 られる 人間として日 その時 に垣間見せる色 な感情
く を持ち合わせながら健気に生きるイライザと 対照的に
イライザは フレディ の人柄に惹かれ 彼となら幸せ 自らの目標の達成のみを人生の目的とし 邁進する自己中
になれると確信し 彼との結婚を望むようになる 彼女は 心的なヒギンズとの対立を軸に 前者のグル プには生身
自分のことを絶えず気にかけ 心配してくれる彼のことを の人間として懸命に行き抜く彼女の生き方に共感し その
考え 彼と生涯を共にする決意をするのであるが それは 手助けを惜しまないヒギンズ夫人やピアス夫人が含まれ
正に彼女の思い遣り溢れた愛情である たとえ彼に生活能 後者には人柄の違いはあるものの 彼の賭けに乗る五十歩
力がなく イライザ自身が支えることになろうとも 構わ 百歩のピッカリング大佐 また 思いがけない階級上昇に
なかった 家出をした時に家の前でフレディ と出会う場 居直るイライザの父 イライザとの結婚前もその後も頼り
面は 映画やミュ ジカルでかなり変えられており イラ ないフレディ が含まれる
イザは彼を愛情の対象とは見ていない 結末でヒギンズの つまり この作品においては 階級の差以上に 男女の
元に戻るという展開になることを考えれば当然のことであ 差が扱われているように思われる どの女性にも柔軟性が
る しかし ショ 自身の台本では 警官に追い立てられ ある一方で 男性は自らの考えを固持する傾向がある ヒ
ながらも愛情の証として接吻を交わし 翌朝ヒギンズ夫人 ギンズが代表する男性は 絶えず階級や組織 つまり
結 婚
お わ り に
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Galatea
‘
.
…’ p.
‘the undeserving poor’
Tanner
‘honest man’ ‘a rogue’
p.
‘soul’
‘soul’
‘soul’
She takes a last look at herself in
the glass.… She suddenly puts out her tongue at herself
Man and Superman
VIII
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ショ ピグマリオン の性格描写について
ペ ジ数のみ記されている引用はここからのものである
小山田淳子 ピグマリオン と マイ フェア レディ
英文学論叢 号 京都女子大学 年 月
大江麻里子 ピグマリオン バ ナ ド ショ へのい
ざない 日本バ ナ ド ショ 協会編 東京 文化書房博
文社
大河内俊雄 バ ナ ド ショ の劇 東京 学書房出
版
清水義和 バ ナ ド ショ シェイクスピアからワ
グナ まで 東京 文化書房博文社
岡崎昭子 の理解 東京家政学院大学紀要
東京家政学院大学創立 周年記念号 合併号 東
京家政学院大学 年 月
奥村三郎 三つのピグマリオン物語 ショ の ピグマリ
オン を中心に 人文研究 巻 分冊 大阪市立大学
文学部 年 月
小山田 同書
安西徹雄 ショ と上演 バ ナ ド ショ へのいざ
ない 日本バ ナ ド ショ 協会編 東京 文化書房博文
社
に囚われ イライザが代表する女性は 階級間の 影響が窺える女性の社会進出を促す英国近代劇の先駆けと
差別を越えて 生きとし生ける人間としての の持 なっている 戯曲と映画台本でピグマリオン伝説を覆すこ
ち主 であり これこそがショ の言う に繋 とにより ショ は自らの女性観 男性観と絡めて つま
がる女性像であろう 極端な言い方をすれば り 女性こそが未来を切り拓く能力において男性より優れ
ということになる 男 ているという考えを作品中に示した そして 女性が社会
性に共通しているのは 作品の初めから終わりまで同じ性 的弱者であることを考える時 このアイロニ は当時の社
格の持ち主 つまり 成長しない性格 で 会悪全体の批判につながり 作品に込められた意図として
あるという特徴である 一方 登場する女性達は皆 何事 浮かび上がって来るのである
にも柔軟性があり イライザに窺えるように
成長して止まない性格 の持ち主である
芸術は教訓以外のものではあり得ない と戯曲の前書
きで述べるショ は ピグマリオン を通して読者 観
客 に教訓を伝え 論理的に説明する為に 演繹法 三段
論法 に頼っている 先ず 音声学の科学者であるヒギン
ズが仕掛ける 大前提は 正しく美しい話し方によって上
流階級に上がれるということである その為に 生徒のイ
ライザは小前提として 発音を矯正することで話し方を学
び 自己変革に努める ゆえに結論として 彼女は正しく
美しい話し方を身に付けて階級を上がることができ ヒギ
ンズの音声学理論の証明がなされたことになる しかし
この時点で 階級上昇志向の踊り場に来たに過ぎないとヒ
ギンズは気付く 言葉の話し方 形式 とその話題 内容
とは表裏一体であることを認識し 直ぐに内容を伴う話し
方の習得へと段階を進める こうして 第一段階で結論を
得たところから 更に 別の三段論法が作品に持ち込まれ
る その大前提として 言葉には内面的な人格も反映され
るという事実が提示され 小前提として イライザは内面
的人格の向上に努める その結論が 彼女の内面性の表れ
としての言葉遣いの習得である
具体的にショ が用いたそれぞれの段階での論理的プ
ロットは演繹法に拠っているが その論理が遂行される過
程には 当然 目には見えない感情的プロットが流れるこ
とになる それは イライザとヒギンズとの間に激しく展
開する闘争と葛藤であり そこには衝突による緊張が漂う
ことになる そこで読者 観客 は 笑ったり はらはら
したりしながら彼らの丁 発止のやり取りを見守る しか
し 演繹法の特徴として 大前提が正しければ 結論は当
然正しい 説得的な ものになるので 感情移入する読者
観客 は その結末にほっとして安堵感を覚え 感情的な
弛緩が生まれる この意味で この作品には 演劇に固有
の演繹的手法が思いのまま使われ それは ショ が劇作
家として円熟期に到達した証であるとも言えるだろう
ピグマリオン を表面的な素材のレベルから見ると 主
人公の強いロンドン訛り の発音矯正による階
級上昇志向を取り扱っており 形式のレベルから見ると
演繹法の手法によって説得力を増している 更に 思想の
レベルからは 女性の目覚めや社会進出という自立の問題
を取り扱い その背後には彼のフェビアン主義的世界観が
見られる こうした観点から この作品はそれ以前のリ
チャ ド シェリダン やワ
イルドのそれに見られた上流階級の女性達の噂話に終始す
る風習喜劇と一線を画し イプセン の
テキスト
注



 




     
	  
  

    
 

 
    

 
  
 
  
   	

   

 
   
 	  

 






  


    
 

 




  
  
  
   


   
  
 
 
  
 
  
  
 
 
  
   


  
 
   

   

  
 
 

  

 

 
  
 

 
 
 
 
 


 
 

 
   
 
  

  

   
  
 

  

 
 
 


 

 
 
 
 






 







375
HAW
LLMANN
OODBRIDGE
EISEL
HAW
EINTRAUB HAW
LOOM
OODBRIDGE
EYNOLDS
URDOM
EISEL
ENTLEY
LOOM
ENTLEY
ENTLEY
ASSINGHAM
VANS
HERIDAN
BSEN
G.B.
George Bernard S ,
(London : Penguin Books, ).
Richard E , (London : Hamish Ham-
ilton Ltd., ), p. .
Homer E. W ,
(Carbondale : Southern Illinois University Press,
), p. .
Martin M ,
(Princeton : Princeton University Press, ), p. .
pp.
.
George Bernard S , (London :
Constable, ), p. .
:
p. .
:
p. .
:
: p. .
p. .
:
p. .
Stanley W , “Introduction to S ” in
ed. Harold B (New York : Chelsea
House Publishers, ), p. .
W , p. .
Jean R ,
(Florida : University Press of Florida, ), p. .
C.B. P , (Lon-
don : Methuen & Co. Ltd., ), p. .
M , p. .
Eric B , “ : A Personal Play,” in
ed. Harold B (New York : Chelsea
House Publishers, ), p. .
p. .
B , p. .
B , p. .
:
p. .
H.W. M ’s review in
ed. T. F. E (London : Routledge & Kegan Paul,
), p. .
system
vitality
‘Life Force’
‘Shaw after
all has no heroes, only heroines’
‘flat character’
‘round char-
acter’
cockney
Richard Brinsley S
Henrik J. I
Pygmalion : A Romance in Five Acts
Oscar Wilde
George Bernard Shaw : Creative
Artist
Shaw and the Nineteenth Century Theater
Pygmalion XXV
Pygmalion
George
Bernard Shaw,
op. cit.,
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ERAMOTO
presents a satirical view of the English class system ; however, I see the play as an expression of S ’s
: The Victorian Age in England, so often boasted of as an age of progress and prosperity,
was also an age of factories, of child slavery, and of exploitation of the poor, which was naturally
followed not just by positive phases but by negative ones in the country over the ﬁrst quarter of the
next century. In those days the English intelligentsia was afraid of negative qualities which were
harmful to society. Among them was George Bernard S from Dublin, two years junior to Oscar
W . S strongly desired to reform society in his own way, through his ability as a dramatist.
One of his best examples was written in , whose title was taken from an old Greek
myth.
Its protagonist is Eliza Doolittle, who is transformed from a London street vendor who hawks
ﬂowers into a charming lady by Professor Higgins, a phonetician. Many have said that the play
view of the gender gap. Analyzing the characters of I divide them into two types : the male
group which includes Professor Higgins (an antagonist), Colonel Pickering and Alfred Doolittle (Eliza’s
father), and the female group which includes Eliza, Mrs Higgins and Mrs Pearce (housekeeper). The
male group represents a profession or class and symbolizes competition and self-dependence. The
female group indicates individuality combined with a cooperative nature.
What does S teach us? He says that great art must be didactic with a passion for reforming
the world. I clarify his messages in by elucidating his deductive style, an element of drama-
turgy.
: George Bernard S , the Victorian Age, class gap, phonetics, Life Force, didactic
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